
平成２６年度 玉野市立荘内中学校 いじめ防止基本方針 

                            

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す教師像 

 

明るく、正しく、

たくましく、思

いやりのある生

徒  

学校教育目標 

確かな学力と豊かな心を身につけたくましく生きる生徒を育て

る 

目指す教師像 

 

向上心と情熱を

もち、生徒と共

に汗と涙を流せ

る教師 
 

 
いじめ防止基本方針 

 

  

   

地域・家庭との連携 

参観日  家庭訪問  三者懇談  職場体験学習  地域におけるボランティア活動 学級・学年通信  学校通信  ＰＴＡ新聞   

荘内地区青少年健全育成連絡協議会  学校評議員会  給食だより  保健だより 

１ いじめの未然防止 

～いじめを生まない環境づくり～ 

○人権教育の推進 

○道徳教育の充実 

○特別活動の充実 

○学力保障････「わかる授業」の実践 

 ○情報モラル教育 

 ○教職員研修の充実   

○地域や家庭との連携 

 ○積極的生徒指導の推進 

 

２ いじめの早期発見 

～生徒の変化を敏感に察知～ 

 ○日々の観察・声かけ 

○私の記録の活用 

 ○教育相談の充実 

○いじめ調査アンケートの実施 

○校内の情報収集・共有体制づくり 

○地域・家庭からの情報提供依頼 

 

３ いじめに対する対応  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ情報のキャッチ 

正確な実態把握 指導体制・方針決定 生徒への指導・支援 今後の対応 

・当事者双方、周りの生

徒から聴き取り、記録

を時系列に残す 

・関係職員と情報を共有

する 

・いじめの全体像を把握

する 

・指導のねらいを明確に

する 

・全ての教職員の共通理

解を図る 

・役割分担を考える 

・委員会、関係機関との

連携を図る 

・いじめられた生徒を保護し、心配

や不安を取り除く 

・いじめた生徒に「いじめは決して

許されない行為である」という人

権意識をもたせる 

保護者との連携 

・直接会って具体的な対策を説明する 

・協力を求め、今後の連携について話し合う 

・継続的に支援を

行う 

・ＳＣ等の活用を

含めた心のケア

にあたる 

・心の教育の充実

を図り、だれも

が大切にされる 

 学校経営を行う 

いじめ対策委員会→教育委員会・警察へ連絡 


